
1．は じ め に

近代“コンピュテーション”の元祖はチューリング
（Alan Turing）であり，2012 年にはチューリング生誕
100 年，本年はチューリング賞の 50 周年記念の年でも
ある．コンピュータの最も基本的な形がチューリング機
械であり，コンピュテーション研究会では正にその発展
形の上に立って直接的に関与した基礎研究を活発に行
い，情報化社会の理論的基盤を支えている．

2．オートマトンと自動制御研専，オートマトン
研専，オートマトンと言語研専

本会では，1954 年に「自動制御研専」が発足して活
動が続けられていたが，この間，1956 年にはプリンス
トン大学出版局から「Automata Studies」が出版され，
当研究分野の活発な活動の原動力となっていた．
これらの影響も受け，前研究会は 1958 年に「オート

マトンと自動制御研専」へと衣替えされ，名実共に「コ
ンピュテーション研究会」の直接的前身となる研究会が
スタートした．1963 年には電気通信学会雑誌 11 月号が
オートマトン特集号として出版されている．IEEE にお
いては，1966 年にAnnual Symposium on Switching and
Automata Theory（SWAT）がスタートした．この流
れを受け，前記研究会は 1967 年に「オートマトン研専」
へと名称が集約された．更に，1972 年には「オートマ
トン研専」と「インフォメーション理論研専」を改組し
て，「オートマトンと言語研専」へと発展した．

3．コンピュテーション研専の発足

上記研究会における中心テーマは文字どおりオートマ

トン／言語理論であったが，次第にアルゴリズム，計算
量の解明等へと研究の幅を広げていった．IEEE では
1975 年に SWATをAnnual Symposium on Foundations
of Computer Science（FOCS）へと改称して新出発し
た．同年には，理論計算機科学の主要論文誌である
Theoretical Computer Science（TCS）も発刊された．
これらの進展に合わせ，前記研究会は 1986 年に「コン
ピュテーション研専」へと改称され，今日に至っている．
この間 1989 年には，戸田誠之助の論文(1)が，理論計
機科学における最高の賞であるゲーデル賞受賞に輝い
た．また，TCS 誌は 2015 年に創刊 40 周年を迎え，TCS の
各年出版論文における被引用最多論文が選出された
が(2)，その中に日本人著者を含む 3論文が入っている．
最近においても，次の大型プロジェクトが実施され

た：今井量子計算，湊離散構造処理系，河原林巨大グラ
フの各 ERATO プロジェクト，幾つかの CREST プロ
ジェクト，及び，科研の「特定領域」，「新学術領域」研
究，など．これら関連研究の多くが本研究会において発
表され，研究会は精力的に発展している．
なお，情報処理学会アルゴリズム研究会，LA シンポジ

ウムとは相互協力をしている．国際的には，ISAAC，ALT，
AAACやWALCOMなどとも協力関係を持っている．
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